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ファームウェア V2から V3へのアップデート方法 
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注意事項 

ファームウェアを V2から V3に変更すると、大幅に UI（画面構成等）が変更となります。

また、体表面温度測定以外の機能を使用している場合は、ファームウェア変更によって必要

なデータが取れなくなる可能性もございますので、現状の使用状況で問題が特にない場合

は、ファームウェアのアップデートは極力行わないようにお願いいたします。 

 

 

作業の流れ 
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①顔認証サーマルカメラと PCを接続 

1.本機の背面下部のカバーを、プラスドライバーを使って外してください。 

 

2.カバーを外したら、LANケーブルを挿してください。 

 

3.LANケーブルを接続したら①で外したカバーを再度 取付けてください。 

カラフルなケーブルは、他の機器（自動ドア、警報器具）と接続する際に使用します。 

本機単独でご使用いただく場合には不要ですので、コネクタ部から外してください。 
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4.カメラとパソコンが、LAN ケーブルでネットワーク接続していることを確認してくださ

い。 

＜カメラとパソコンのネットワーク接続確認方法：ping測定(Windows10の場合)＞ 

1）カメラ本体のメニュー画面［通信設定］で、IPアドレスを確認 

  例）1.183.115.50 

2）パソコン画面左下のWindowsアイコンを右クリック 

3）Windows PowerShell (A) をクリック 

4）起動した画面のカーソル点滅箇所に 

 ping＋半角スペース+①でメモした IPアドレス を入力して Enterを押す 

  例）ping 1.183.115.50 

5）下の画像のように、応答が確認できれば接続成功です。 

 

注）応答がない場合、ネットワーク接続されていません。 

 この場合は物理的な問題のため、お客様側でご確認いただく必要があります。 

 以下の点をご確認いただき、再度、上記の手順で接続確認してください。 

  ・LANケーブルが正しく接続されているか。挿し込みが甘くないか。 

   →確認方法：ケーブルの挿し直し 

  ・LANケーブルを挿し込んでいる HUB、ポートに問題ないか。 

   →確認方法：HUBの電源確認。挿し込むポートを変更。HUBの変更。 

  ・LANケーブル自体に内部断線などの問題ないか。 

   →確認方法：ケーブルの変更。 
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5.パソコンのネットワークパラメータを変更して、カメラと接続設定を行います。 

 ※4でネットワーク接続を確認できていることが前提となります。 

 

(Windows10の場合) 

[1]パソコン画面左下のWindowsアイコン  をクリック 

[2] 設定 をクリック 

 

[3] ネットワークとインターネットを選択 

 

[4] ネットワークと共有センターを選択 
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[5] アダプターの設定の変更を選択 

 

[6] イーサネット を右クリックし、表示されたメニューからプロパティ を選択 

 

[7] インターネットプロトコルバージョン 4(TCP/IPv4)を選択し、右下のプロパティをク

リック 
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[8] ◎次の IPアドレスを使うが選択されていることを確認し、各項目を以下の通りに入力 

IPアドレス： 

1.2.3番目の数値は 

カメラ本体のパラメータと同様 

4番目のみ、異なる数値 

（2～255の任意の値） 

サブネットマスク： 

カメラ本体のパラメータと同様 

デフォルトゲートウェイ： 

カメラ本体のパラメータと同様 

 

＜カメラ本体のネットワークパラメータ確認方法＞ 

1）カメラ本体のメニュー画面を開く 

2）通信設定 をタップ 

3) 有線ネットワークをタップ 

 

注）インターネットや社内ネットワークに接続されているパソコンを使用する場合は 

 貴社のシステムご担当者に事前にご相談ください。 

 ご使用環境によって、設定できないパラメータがある場合がございます。 

 

 

 



8 

 

②専用ソフト(iVMS-4200)で顔認証サーマルカメラの管理画面に入る 

【iVMS-4200】 は弊社ホームページから無料ダウンロードいただけます。 

＜弊社ホームページ URL＞ 

https://www.irisohyama.co.jp/b2b/iot/manual/ 

 

[1]ダウンロードした iVMS-4200 をインストールします。保存されたファイルをダブルク

リックするとインストールを開始します。 

 注）日本語変換ソフトは、手順[7]でインストールしてください 

 

[2]左下のライセンス契約を確認して、チェックを入れ、右下の NEXT を押します。 

 

弊社ホームページから左の２つの 

ソフトをダウンロードしてください。 

https://www.irisohyama.co.jp/b2b/iot/manual/
https://www.irisohyama.co.jp/b2b/iot/manual/


9 

 

[3]「Basic Confihuration」、「Access Control」以外の項目すべてにチェックを入れ、右下

の install を押します。 

 

[4]自動的にインストールを開始※インストールには数分かかる場合があります 

 

[5]左の画面になれば、右下の Finish を押す 

 

[6]HP よりダウンロードした Multi Lingual Package（日本語変換ソフト）インストール

します。※必ず、iVMS-4200 インストール完了後に行ってください。保存されたファイル

をダブルクリックするとインストールを開始します。 
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[7] 右上の Serect All を押して、選択を解除します。日本語のみチェックを入れ、左下の

ライセンス契約を確認して、チェックを入れます。右下の Install Now を押して進みま

す。 

 

[8] 下記のような画面になれば、下の Start Now を押す 

 

[9]上記の手順まで完了した後、デスクトップに自動保存されている【iVMS-4200】のショ

ートカットアイコンをダブルクリックして、起動してください。 

 

[10]右上の言語選択メニューで 日本語 を選択、スーパーユーザー名は admin、パスワード

は任意、右下の ログイン を押す 

 

※オートログインに✓を入れると 

次回よりパスワード入力が不要にな

ります。 

 



11 

 

[11] パスワードを忘れた際の質問と回答を設定 

選択肢から質問を選択し、回答を入力 ※同じ質問は選択不可。右下の OK をクリック 

 

[12] iVMS-4200 にカメラ情報を登録します。以下の手順で、iVMS-4200 上で登録作業を

行ってください。 

[13]画面左上の メニュー画面呼び出しアイコン をクリックして 

メニュー画面 を呼び出し、右側の デバイスマネージャー をクリック 

 

[14]左のメニューから デバイス を選択。オンラインデバイス を押して、ネットワーク接

続中のデバイス情報を呼び出します。 
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[15]「オンラインデバイス」をクリックすると、下段にネットワーク接続されているデバイ

スがリストアップされます。パソコンで操作したいデバイスの左端の チェックボックス 

に ✔ を入れて、右下の 追加ボタン をクリックします。 

 

[16]選択したデバイスの追加ウィンドウに、各項目を入力して、追加 を押す 

①カメラの名前(任意) 

②アドレス(変更しない) 

③送信暗号化(チェック不要) 

④ポート(変更しない) 

⑤ユーザー名 admin(固定) 

⑥パスワード  

→カメラ本体で設定したパスワード 

⑦時刻を同期にチェック 

⑧グループにインポートにチェック 

 

入力項目以外は、上記を参考にチェックを入れてください。 
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[17]追加が成功したデバイスは下図のように表示されます。 

「リソースの利用状況」が オンライン になっていることを確認してください。 

 

これで、iVMS-4200の初期設定は完了です。 
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③ファームウェアのアップデート 

準備：弊社HP(https://www.irisohyama.co.jp/b2b/iot/manual/)から 

バージョン名に V3と入っているファームウェアをダウンロードしてください。 

[1]iVMS-4200のデバイスマネージャーに入ります。 

 

[2]アップデートしたい端末の操作から をクリックします。 

 

[3]管理画面に入るので System→ System Maintenanceに進みます。Upgradeという項目

があるので Browseを選択します。 

 

 

 

https://www.irisohyama.co.jp/b2b/iot/manual/
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[4]HPよりダウンロードしたファームウェア（ファイル名 digicap.dav）を選択し、開くを

クリックします。 

 

[5]Upgrade をクリックすると Upgrade が開始されます。端末を確認してアップデートが

終了するのを待ちます。 

 

 

端末が再起動ののち正常に起動すればファームウェアのアップデートは完了です。 

このような画面が表示されたら×をクリックして閉じてください。 
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④MCUのアップデート 

準備：弊社HP(https://www.irisohyama.co.jp/b2b/iot/manual/)から 

MCU(V3アップデート時に使用と記載があるもの)をダウンロードしてください。 

[1]iVMS-4200のデバイスマネージャーに入ります。 

 

[2]アップデートしたい端末の操作から をクリックします。 

 

[3]管理画面に入るので System→ Maintenanceの順に進みます。 

 

[4]Upgrade の項目で Controller→ Extension Module に変更します。変更したら をク

リックします。 

 

https://www.irisohyama.co.jp/b2b/iot/manual/
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[5] HPよりダウンロードしたMCUファイルを選択し、開くをクリックします。 

 

[6]Upgradeをクリックして Upgradeを開始します。 

 

端末が再起動ののち正常に起動すればファームウェアのアップデートは完了です。 

このような画面が表示されたら×をクリックして閉じてください。 

これでアップデート作業はすべて完了です。 


